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　平成30年11月25日（日）、「新潟市北区郷土博物館開館
50周年事業」「特色ある区づくり事業」として、新潟市北区
文化会館と共催で『北区伝統芸能文化の祭典』を開催しまし
た。北区の郷土芸能についてのミニ講演、10の保存団体の
公演、19団体の神楽のお頭展示、横笛の体験と盛りだくさ
んの内容でした。
　北区には、近年復活した２つの神楽があり、そのステージ
も注目されました。一つは尾山の御山伊佐弥神楽です。平
成27年、実に65年ぶりに復活し、尾山の豊田神社に奉納
されました。もう一つは長戸呂の神楽です。こちらも約40
年ぶりに復活しました。長戸呂の神楽は、平成28年の暮れ

に復活への取り組みが始まり、平成30年春に長戸呂の神明
宮で奉納されました。多くの人たちの前で舞うのは今回が初
めてでした。
　当日は、御山伊佐弥神楽と長戸呂の神楽の公演前に、そ
れぞれの復活までの道のりを、「復活ストーリー」として、ス
ライドで紹介しました。これをご覧になって、ご自分の地域
で休止している郷土芸能を復活させてみようと思われた方も
おられたことでしょう。
　この日の催しでは、地域で大切に伝えられてきた芸能や、
太鼓や笛、また各芸能にまつわる道具もたくさんご覧いただ
くことができました。
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写真上

北区伝統芸能文化の祭典

　当館は、明治百年を記念して昭和43（1968）年11月に開館しました。
平成30（2018）年は、開館50年にあたるとともに、明治150年・戊辰戦
争150年にあたります。当館では、これに関連しバス巡りを主催しました。
また、新潟戊辰の会作成の小冊子『新潟市の戊辰戦争の史跡を巡る』への
寄稿や、市民フォーラムへの協力などを行いました。

　  北区の戊辰戦争ゆかりの地バス巡り
　北越戊辰戦争では、武士だけではなく、草莽（そうもう）の人々も武器
を持って戦いました。北区葛塚の庄屋の家に生まれた遠藤七郎昭忠は、
新政府軍が太夫浜から松ヶ崎浜にかけての浜辺（現北区）に上陸した時、
新発田藩とは別に駆けつけ、長州藩に属し、赤谷（現新発田市）で会津藩
との死闘を繰り広げました。その遠藤七郎を中心とした北区の戊辰戦争
の足跡をたどるツアーを、当館主催で7/21と9/24に実施しました。

　  会津・越後・長州3地域連携市民フォーラム
　遠藤七郎は、会津戦争で敗れた山川健次郎（後の東京帝国大学総長）た
ち会津の少年を自邸に匿いました。その縁から、10/6に北区の豊栄地区
公民館を会場に、会津・越後・長州３地域連携市民フォーラム（主催 明
治150年プロジェクト実行委員会）が開催されました。職員による講演や、
関連パネルの作成・展示、テレビ番組撮影などに協力しました。

戊辰戦争150年関連イベント

　常設展示がリニューアルし、平成28（2016）年11月
にグランドオープンしました。新しくなった展示内容
を紹介するために「常設展示案内 阿賀北の大地と人々の
くらし」を頒布しています。
　本の中では、展示していない収蔵資料についても触
れ、常設展示を丁寧に解説・補足し、身近にある北区
の歴史、地理、民俗、弦巻松蔭の書の世界についての
概要がつかめる内容となっています。
　「展示解説をじっくり読みたかった」「家に帰ってか
らも少し詳しく調べたかったので便利」などと、好評を
いただいています。当館窓口で頒布（1冊1,000円）し
ていますので、ぜひお手に取ってみてください。

常設展示案内ガイドブックを
頒布しています！

写真下

　桜並木が続く東部緑道から、当館に入る木道橋が平
成31（2019）年3月に新しくなりました。米松（ベイマツ）
の板には、真新しい塗装が施されていますが、薄い塗
装ですので木肌が感じられます。きれいな橋で東部緑
道との一体感が増しました。
　花と緑の季節には、多くの人たちが緑道を通って福
島潟まで散策に行かれるようです。緑道散策の折、是非、
新しい木道橋を渡って当館にもお立ち寄りください。

東部緑道側の
木道橋が新しくなりました！

北区文化会館での公演（正尺の神楽）


